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理
事
長
兼
館
長

　師
走
も
押
し
迫
っ
た
昨
年
の
12
月
19
日
、
本
館
の
日
野
原
ホ
ー
ル

で
、『
中
村
哲
医
師
D
V
D
上
映
会
〜
百
の
診
療
所
よ
り
も
一
本
の
用

水
路
〜
』（
主
催
・
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
）が
開
か
れ
ま
し
た
。
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
の
復
興
に
心
血
を
注
い
で
い
た
中
村
さ
ん
が
、
凶
弾
に
倒

れ
た
の
は
3
年
前
の
12
月
4
日
で
し
た
。
そ
れ
以
来
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー

ル
会
は
こ
の
よ
う
な
催
し
を
各
地
で
開
い
て
い
ま
す
。

　こ
の
日
は
島
内
の
方
々
を
は
じ
め
事
前
に
申
し
込
ん
だ
40
数
人
が

集
ま
っ
て
、
三
十
五
年
間
の
長
き
に
渉
り
、
現
地
で
奮
戦
、
奮
闘
さ

れ
た
、
故
人
へ
の
敬
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

★

　本
館
と
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
と
の
ご
縁
は
五
年
前
に
さ
か
の
ぼ
り
ま

す
。
2
0
1
7
年
春
、
写
真
展
『
人
・
命
・
水
』ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会

活
動
現
地
報
告
〜
医
師
中
村
哲
が
や
っ
た
こ
と
〜
を
開
催
し
て
、
中

村
さ
ん
の
活
動
を
画
面
で
紹
介
し
ま
し
た
。
私
の
脳
裏
に
は
、「
重
機

を
使
っ
て
取
水
堰
工
事
に
挑
む
中
村
医
師
」の
1
枚（
上
の
写
真
）が

と
り
わ
け
鮮
烈
に
残
っ
て
い
ま
す
。
巨
大
な
中
古
重
機
に
ま
た
が
っ

た
小
さ
な
中
村
さ
ん
が
、
と
て
も
大
き
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

★

　4
〜
6
ペ
ー
ジ
に
一
挙
掲
載
し
た
寄
稿
『
筑
前
馬
車
会
社
』は
、

石
橋
善
弘
さ
ん（
名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
）に
よ
る
も
の
で
す
。
福
岡

市
西
区
姪
浜
の
旧
家
、
石
橋
家
ゆ
か
り
の
明
治
時
代
の
1
枚
の
掲
示

用
公
告
を
も
と
に
、
福
岡
市
内
と
佐
賀
県
唐
津
市
を
つ
な
い
だ
馬
車

輸
送
の
在
り
し
日
の
姿
が
、
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
ま
す
。
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

中
村
哲
さ
ん
が
残
し
た
も
の

ク
ナ
ー
ル
川
の
取
水
堰
改
修
作
業
中
の
中
村
哲
さ
ん（
2
0
1
1
年
1
月
15
日
撮
影
）
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写真 特集

島の内外から
多くの方々が
集まった

在りし日の中村哲さん挨拶する原祐一副会長

館への募金箱も置いた井戸底で働く作業員のもとに降りていく中村哲さん

皆さんにコーヒーを振舞った

中村哲医師　PMSの活動
ペシャワール会人・水・命 中村哲医師・DVD上映会

百の診療所より一本の用水路を
～2021年12月19日●～日
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寄 稿

『
馬
車
の
時
代
を
想
う
』

�

〜
筑
西
馬
車
会
社
の
こ
と
〜

　明
治
に
入
っ
て
、
移
動
手
段
と
し
て
馬
車
が

使
わ
れ
る
様
に
な
っ
た
。
な
か
に
は
、
馬
が
線

路
の
上
を
走
る
車
を
ひ
く
鉄
道
、
い
わ
ゆ
る
馬

車
鉄
道
も
あ
っ
た
が
、
電
気
鉄
道
が
出
現
す
る

と
、
馬
の
給
餌
や
糞
尿
の
処
理
な
ど
い
ろ
い
ろ

不
利
な
点
が
あ
り
、
す
ぐ
に
電
気
鉄
道
に
取
っ

て
代
わ
ら
れ
た
。
従
っ
て
、
馬
車
が
移
動
・
輸

送
手
段
と
し
て
使
わ
れ
た
期
間
は
そ
ん
な
に
長

く
は
な
い
だ
ろ
う
。

✡

　福
岡
地
方
で
も
「
筑
西
馬
車
会
社
」が
で
き
、

博
多
・
唐
津
間
で
馬
車
輸
送
の
営
業
を
行
っ

た
。
こ
れ
は
馬
車
鉄
道
で
は
な
く
、
単
に
馬
を

使
っ
た
輸
送
機
関
ら
し
い
が
、
公
告
の
言
葉
遣

い
や
輸
送
速
度
な
ど
か
ら
し
て
、
一
部
の
区
間

に
線
路
が
引
か
れ
て
い
た
と
想
像
し
て
も
お
か

し
く
は
な
い
雰
囲
気
が
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
調
べ
る
と
、
他
地
方
で
の
こ
の
種
の
輸
送

会
社
の
営
業
距
離
は
あ
ま
り
長
く
は
な
い
が
、

博
多
・
唐
津
間
は
約
50
㌔
あ
り
、
全
国
的
に
見

て
も
例
外
的
に
長
い
営
業
距
離
と
い
っ
て
よ
い

だ
ろ
う
。
そ
の
「
筑
西
馬
車
会
社
」の
掲
示
用

公
告（
A
3
版
）が
残
っ
て
い
る
の
だ
が
、
公
告

の
内
容
を
検
討
す
る
事
で
新
し
い
知
見
が
え
ら

れ
る
。
本
稿
で
は
筆
者
の
解
析
結
果
を
提
示
し

た
い
。

博多（福岡）〜今川橋〜姪浜〜今宿〜周船寺〜前原〜赤坂〜深江〜吉井〜浜崎〜満嶋（唐津）

満
嶋
浜
崎

吉
井

深
江

前
原
今
宿

姪
浜

博
多

肥
前
名
護
屋

玄界灘

　ま
ず
、
公
告
は
い
う
ま
で
も
な
く
縦
書
き
、
表
に
は

和
数
字
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
全
体
が
上
段
、
下
段
に

分
か
れ
て
い
る
。
上
段
は
時
刻
表
な
ど
、
下
段
は
乗
客

に
対
す
る
注
意
事
項
で
あ
る（
番
号
は
筆
者
が
つ
け
た

も
の
）。
下
段
か
ら
見
て
い
こ
う
。
な
お
、ト
キ
、ト
モ
、

ド
モ
な
ど
「
ト
」が
先
行
す
る
単
語
は
2
文
字
を
合
体

し
た
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　⑴�

乗
客
ハ
総
テ
馬
車
取
締
規
則
ニ
従
ヒ
旅
行
セ
ラ
ル

ヘ
シ

　⑵�

又
乗
車
坐
席
ニ
対
ス
ル
數
ニ
限
リ
乗
車
ス
ル
ヲ
得

ヘ
シ

　⑶�

乗
車
セ
ラ
レ
ン
ト
ス
ル
人
ハ
此
表
示
ノ
時
刻
ヨ
リ

少
ク
モ
十
分
前
ニ
停
車
場
ニ
来
リ
切
手
買
入
等
ノ

手
続
ヲ
為
サ
ル
ヘ
シ
　且
時
間
ヲ
省
ク
為
メ
成
へ

ク
其
賃
金
ヲ
過
不
足
ナ
キ
ヤ
フ
兼
テ
用
意
ア
ラ
ン

事
望
ム

○
⑷�

馬
車
発
着
ハ
定
期
ト
臨
時
ノ
二
類
ナ
ル
ニ
依
リ
定

期
ハ
必
ス
此
ノ
表
示
ノ
時
刻
ニ
違
ハ
サ
ル
様
ニ
決

行
セ
ラ
ル
ト
謂
ド
モ
都
合
ニ
依
リ
遅
延
ス
ル
モ
成

ル
ヘ
ク
時
刻
ヲ
誤
ラ
サ
ル
事
ヲ
務
ム

　⑸�

臨
時
ハ
乗
客
ノ
都
合
ニ
依
ル
ト
謂
エ
ド
モ
貳
人
以

上
の
数
に
至
ラ
ハ
即
時
発
車
ス
ヘ
シ

　⑹�

乗
客
切
手
買
取
リ
タ
ル
ト
キ
其
場
ニ
於
テ
釣
銭
切

符
ヲ
改
メ
ラ
ル
ヘ
シ
　後
ニ
間
違
等
申
出
ラ
ル
ル

ト
モ
聴
入
サ
ル
ヘ
シ

○
⑺�

切
手
ハ
其
日
限
リ
表
記
ス
ル
停
車
場
迄
乗
車
一
度

ノ
用
ニ
シ
テ
途
中
ノ
停
車
場
ニ
テ
下
車
シ
再
ヒ
同

切
手
ヲ
以
テ
後
ノ
馬
車
ニ
乗
車
ハ
謝
絶
ス

○
⑻�

本
社
役
員
ヨ
リ
途
中
乗
客
ノ
切
符
調
査
ヲ
ナ
ス
ト
キ

ハ
何
時
タ
ル
ト
モ
其
所
持
ノ
切
符
ヲ
示
サ
ル
ヘ
シ

　⑼�

又
何
レ
ノ
停
車
場
ニ
テ
モ
下
車
ア
ル
ト
キ
ハ
切
符

友
の
会
会
員

石
橋 

善
弘

筑西馬車会社の公告（福岡市博物館所蔵）
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ヲ
馭
者
ニ
渡
サ
ル
ヘ
シ

○
⑽�
小
児
四
才
未
満
ハ
無
賃
十
二
才
未
満
ハ
半
賃
但
シ

毛
位
ハ
厘
位
ニ
切
上
ク
ヘ
シ

　⑾�

手
荷
物
ハ
旅
客
ノ
手
廻
品
ノ
ミ
ニ
シ
テ
目
方
十
五

斤
未
満
壹
尺
未
満
無
賃
　之
ニ
超
過
ス
ル
量
目
尺

度
ハ
其
里
程
ニ
應
シ
賃
金
ヲ
申
受
ク
ヘ
シ

　⑿�

着
所
前
途
ニ
於
テ
客
ノ
望
ニ
依
リ
下
車
セ
ラ
ル
ル

ハ
勝
手
タ
ル
ヘ
シ
　然
レ
ト
モ
賃
金
ハ
割
戻
ヲ
ナ

サ
ズ

○
⒀�

乗
客
運
行
中
若
シ
車
馬
ニ
損
所
ヲ
生
シ
運
転
シ
難

キ
時
ハ
其
場
所
限
リ
乗
客
ニ
下
車
ヲ
乞
フ
時
ハ
先

途
ノ
里
程
ニ
應
シ
賃
金
ノ
割
戻
ヲ
ナ
ス
ヘ
シ

明
治
廿
三
年
十
一
月
一
日

�

筑
西
馬
車
会
社

　こ
の
注
意
事
項
に
は
、
現
在
切
符
と
い
わ
れ
て
い
る

も
の
を
切
手
、
運
賃
を
賃
金
と
言
っ
た
り
、
全
般
的
に

文
章
表
現
が
古
め
か
し
い
こ
と
以
外
に
は
特
別
目
新
し

い
事
は
な
い
が
、
途
中
下
車
前
途
無
効
、
検
札
、
子
供

割
引
、
事
故
の
際
の
払
戻
し
、
持
ち
込
み
荷
物
の
重
量

制
限
が
15
斤（
9
キ
ロ
グ
ラ
ム
）で
あ
る
こ
と
な
ど
は
、

現
在
の
目
か
ら
み
て
も
納
得
出
来
る
項
目
で
あ
る
。

✡

　次
に
営
業
区
間
で
あ
る
が
、
前
述
の
様
に
博
多
・
唐

津
間
約
50
㌔
に
お
よ
ん
で
い
る
。

　駅
は
東
か
ら
博
多
、
今
川
橋
、
姪
浜
、
今
宿
、
周
船

寺
、
前
原
、
赤
坂
、
深
江
、
吉
井
、
浜
崎
、
満
嶋
で
あ

る
。
各
駅
の
場
所
は
現
在
の
場
所
と
同
じ
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
？
　博
多
駅
は
J
R
鹿
児
島
本
線（
在
来
線
）の

昔
の
駅（
現
在
の
九
州
新
幹
線
博
多
駅
の
北
）あ
た
り
だ

ろ
う
か
？
　今
川
橋
は
現
在
と
あ
ま
り
違
っ
て
は
い
な

い
だ
ろ
う
。

　さ
て
問
題
は
姪
浜
・
今
宿
間
で
あ
る
。
昭
和
時
代
の

市
電
の
終
点
で
あ
っ
た
姪
浜
停
留
所
は
国
道
2
0
2
号

線
上
に
あ
っ
た
が
、
明
治
時
代
の
姪
浜
村
の
中
心
地
は

旧
唐
津
街
道
沿
い
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
馬

車
路
線
の
駅
も
旧
唐
津
街
道
上
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
勿
論
、
馬
車
路
線
が
中
心
街
を
通
る
必
然
性
が

あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
現
2
0
2
号
線
上
ま
た
は
も
っ

と
南
側
に
駅
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。

　姪
浜
を
過
ぎ
て
、
海
岸
沿
い
に
行
く
と
長
垂
山
が
海

側
に
せ
り
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
昔
は
お
そ
ら

く
道
が
今
よ
り
は
る
か
に
狭
く
て
、
公
共
交
通
機
関
と

し
て
は
安
全
上
問
題
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
？
　

後
で
述
べ
る
様
に
、
姪
浜
・
今
宿
間
の
速
度
が
極
端
に

落
ち
て
い
る
事
か
ら
み
て
も
、
長
垂
山
の
南
側
の
峠
越

え
を
し
た
ら
し
い
の
だ
。

　今
宿
以
西
浜
崎
ま
で
の
駅
は
現
在
の
国
道
2
0
2
号

線
沿
い
に
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
？�

　注
目
す

べ
き
は
、「
虹
の
松
原
」を
過
ぎ
て
、
終
点
の
唐
津
が
満

嶋（
現
在
の
唐
津
市
東
唐
津
1
丁
目
か
ら
3
丁
目
あ
た

り
）と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
松
浦
川

の
河
口
が
広
い
た
め
、
直
進
し
て
唐
津
の
中
心
地
に
は

い
る
こ
と
は
せ
ず
、
少
し
曲
が
っ
て
満
嶋
止
ま
り
に
し

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
明
治
中
期
の
唐
津

の
中
心
は
満
嶋
あ
た
り
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
は
す
べ
て
筆
者
の
想
像
で
あ
り
、「
か
も
し
れ
な

い
」の
連
発
を
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。

✡

　こ
こ
で
時
刻
表（
当
時
は
時
間
表
と
い
っ
た
）に
目
を

移
そ
う
。
ま
ず
、
時
刻
の
表
し
方
で
あ
る
が
、
現
在
の

24
時
間
方
式
で
は
な
く
、
12
時
間
方
式
で
あ
る
。
そ
の

上
、
12
時
○
○
分
方
式
で
、
零
時
○
○
分
方
式
で
は
な

い
。
日
本
人
が
零
時
を
使
い
始
め
た
の
は
い
つ
ご
ろ
だ

ろ
う
か
？
　（そ
れ
よ
り
も
、「
い
つ
か
ら
0
を
使
う
様

に
な
っ
た
か
」の
方
が
大
問
題
!
）

　さ
て
、
こ
の
会
社
の
馬
車
便
は
上
り
下
り
と
も
午
前

午
後
各
1
便
で
あ
る
。
下
り
第
1
便
は
吉
井
辺
り
で
上

り
第
1
便
と
す
れ
違
い
、
下
り
第
2
便
は
浜
崎
辺
り
で

上
り
第
2
便
と
す
れ
違
う
事
が
読
み
取
れ
る
。
ま
た
、

博
多
の
人
は
午
前
の
便
を
使
え
ば
唐
津
で
仕
事
を
す
ま

せ
て
余
裕
を
持
っ
て
日
帰
り
可
能
、
唐
津
側
か
ら
は
前

原
あ
た
り
で
3
、�

4
時
間
の
用
事
を
す
ま
せ
て
日
帰
り

可
能
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
唐
津
発
の
午
後
の
便
に
は

若
干
の
心
配
が
つ
き
ま
と
う
。
と
い
う
の
は
、
博
多
着

が
深
夜
に
な
り
、
人
間
・
馬
と
も
安
全
上
の
問
題
は
な

か
っ
た
か
？
　馬
と
し
て
は
、
暗
く
な
っ
て
か
ら
は
働

き
に
く
い
し
、
怪
我
の
お
そ
れ
も
あ
り
、
極
め
て
不
満

だ
っ
た
ろ
う
。
旅
客
に
つ
い
て
も
、
婦
女
子
の
旅
行
に

は
不
向
き
だ
し
、
殿
方
に
し
て
も
屈
強
な
護
衛
で
も
つ

い
て
い
な
い
と
夜
盗
に
出
会
う
心
配
が
あ
る
。

✡

　そ
の
よ
う
な
心
配
は
さ
て
お
き
、こ
の
時
間
表
に
は
、

か
な
り
の
距
離
の
あ
る
駅
間
の
所
要
時
間
と
し
て
、
分

の
桁
迄
記
載
さ
れ
て
い
る
の
に
は
お
そ
れ
い
る
。
明
治

の
人
の
几
帳
面
さ
の
あ
ら
わ
れ
だ
ろ
う
か
？
　い
ず
れ

に
し
ろ
、
馬
の
体
調
を
よ
ほ
ど
う
ま
く
管
理
す
る
必
要

が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　公
告
の
時
間
表
、
運
賃
表（
言
う
ま
で
も
な
く
総
て

縦
書
き
）を
も
と
に
、
駅
間
距
離
、
所
要
時
間
、
時
速
、

運
賃
、
1
㌔
当
た
り
の
運
賃
を
ま
と
め
た（
第
1
表
）。

そ
の
際
、
地
下
鉄
と
J
R
筑
肥
線
の
接
続
点
が
姪
浜
駅

で
あ
る
の
で
、
姪
浜
を
起
点
に
し
た
。
な
お
、
こ
の
馬

車
路
線
の
駅
と
現
在
の
筑
肥
線
の
駅
の
位
置
は
南
北
に

か
な
り
違
っ
て
い
る
は
ず
だ
が
、
東
西
の
駅
間
距
離
に



6

2022年（令和4年） 3月　第86号 

つ
い
て
は
、「
当
た
ら
ず
と
謂
え
ど
も
遠
か
ら
ず
」だ
ろ

う
。
ま
た
、
所
要
時
間
は
下
り
第
1
便
に
つ
い
て
の
数

値
で
あ
る
。

⑴�

駅
間
距
離
は
福
岡
市
営
地
下
鉄
、
J
R
筑
肥
線
の
営

業
距
離
に
よ
る
。

⑵�

所
要
時
間
、時
速
、運
賃
は
姪
浜
を
起
点
と
し
て
算
出
。

✡

　ま
ず
、
博
多
・
姪
浜
間
を
1
時
間
弱
で
走
行
し
て
い

る
の
が
わ
か
る
。
現
在
地
下
鉄
で
は
20
分
程
度
で
行
け

る
が
、
戦
前
か
ら
戦
後
し
ば
ら
く
の
間
、
路
面
電
車
で

も
大
体
小
1
時
間
要
し
て
い
た
事
を
考
え
る
と
、
こ
れ

は
驚
異
的
な
速
度
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
平
均
時
速
約

14
㌔
は
、
現
在
の
大
都
市
内
で
の
自
動
車
の
時
速
か
ら

み
て
も
決
し
て
ヒ
ケ
は
と
ら
な
い
。

　姪
浜
と
各
駅
間
で
の
時
速
は
、
各
駅
で
の
客
の
乗
降

時
間
、
休
憩
時
間
等
を
無
視
し
て
、
つ
ま
り
到
着
し
た

ら
直
ち
に
出
発
す
る
と
仮
定
し
て
算
出
し
て
い
る
。
す

る
と
、
驚
く
べ
き
事
に
、
姪
浜
以
東
の
町
中（
姪
浜
以

東
で
も
西
新
町
あ
た
り
ま
で
は
町
中
と
す
る
の
は
正
し

く
な
い
だ
ろ
う
が
、
便
宜
的
に
そ
う
し
て
お
く
）と
以

西
の
田
園
部
で
は
時
速
が
極
端
に
違
う
事
、
以
西
で
も

姪
浜
・
今
宿
間
だ
け
が
他
駅
間
と
比
べ
て
遅
く
な
っ
て

い
る
事
が
わ
か
る
。
何
故
か
？
　以
下
は
筆
者
の
仮
説

で
あ
る
。

　ま
ず
、
仮
説
そ
の
1
は
、
姪
浜
以
東
と
以
西
の
差
は
、

道
路
の
良
し
悪
し
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
感
じ
と
し
て
は
そ
れ
だ
け
の
差
で
は
な
さ
そ

う
に
み
え
る
が
、
一
部
に
線
路
が
敷
か
れ
て
い
た
か
？
　

あ
る
い
は
、
道
往
く
人
の
目
を
気
に
し
て
馬
が
真
面
目

に
走
っ
た
と
か
…
…
…
、マ
サ
カ
！
　仮
説
そ
の
2
は
、

姪
浜
・
今
宿
間
で
平
均
速
度
が
遅
く
な
っ
て
い
る
の

は
、
前
述
の
よ
う
に
姪
浜
・
今
宿
間
は
海
岸
線
を
さ
け

て
長
垂
山
の
南
側
の
峠
越
え
を
し
た
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
確
認
の
方
法
が
あ
れ
ば
、
是
非

知
り
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。✡

　次
の
問
題
は
運
賃
で
あ
る
。
高
い
の
か
安
い
の
か
？
　

一
般
に
、
昔
の
値
段
が
高
い
か
安
い
か
を
い
う
の
は
難

し
い
が
、こ
こ
で
は
公
務
員
の
給
与
を
参
考
に
し
よ
う
。

明
治
23
年
頃
の
巡
査
の
初
任
給
は
6
円（
1
日
あ
た
り

20
銭
）程
度
ら
し
い
が
、
そ
れ
に
相
当
す
る
現
在
の
国

家
公
務
員
の
初
任
給
を
月
18
万
円
程
度
と
す
る
と
、

3
万
倍
と
し
て
換
算
し
て
よ
か
ろ
う
。
現
在
、
姪
浜
︱

唐
津
間
は
J
R
筑
肥
線
で
約
1
時
間
、
9
0
0
円
程
度

で
あ
る
が
、
運
賃
表
に
あ
る
38
銭
5
厘（
巡
査
の
約
2

日
分
の
俸
給
に
相
当
）は
現
在
の
1�

1
、5
5
0
円
に

相
当
す
る
。
こ
れ
は
9
0
0
円
の
約
13
倍
、
つ
ま
り
、

ム
チ
ャ
ク
チ
ャ
高
い
の
で
あ
る
。
勿
論
人
の
動
き
が

激
し
く
な
い
時
代
だ
か
ら
、
博
多
︱
唐
津
を
通
し
て
利

用
す
る
人
は
限
ら
れ
て
い
た
だ
ろ
う
し
、
通
常
は
1
駅

か
2
駅
の
利
用
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
仮
に
そ
う
だ

と
し
て
も
、
例
え
ば
、
博
多
︱
姪
浜
間
の
7
銭
は
約

2
、0
0
0
円
強
に
相
当
す
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

こ
の
馬
車
鉄
道
は
富
裕
層
向
け
の
非
常
に
高
価
な
乗
り

物
だ
っ
た
よ
う
だ
。

✡

　最
後
に
、
こ
の
馬
車
輸
送
の
輸
送
力
と
そ
れ
に
関
係

し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
記
述
が
な
い
の
で
皆
目
分
か
ら

な
い
。
し
か
し
、冒
頭
に
示
し
た
注
意
事
項（
5
）に「
臨

時
便
は
乗
客
2
人
で
即
刻
発
車
」と
あ
る
と
こ
ろ
を
み

る
と
、
1
便
あ
た
り
せ
い
ぜ
い
5
、
6
人
で
は
な
か
ろ

う
か
？
　と
す
る
と
、
運
賃
が
ど
ん
な
に
高
く
て
も
、

会
社
の
収
入
は
？
　経
営
は
？
　馬
車
輸
送
が
長
続
き

し
な
か
っ
た
の
も
わ
か
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

✡

　な
お
、
本
稿
で
利
用
し
た
「
筑
西
馬
車
会
社
」公
告

の
現
物
は
福
岡
市
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。

［
筆
者
紹
介
］�

い
し
ば
し
　よ
し
ひ
ろ
　1
9
3
5
（
昭

和
10
）
年
福
岡
市
西
区
姪
浜
生
ま
れ
。
県
立
修
猷
館
高
、

東
京
大
学
大
学
院
卒
、
名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
、
理
学

博
士
。
姪
浜
の
実
家
・
石
橋
家
に
伝
わ
る
古
文
書
の
解

読
を
行
う
。
名
古
屋
市
在
住
。

下り
定期 臨時

駅名 第1午前 第2午後 第3午前 第4午後
博多発 500 100 700 200
姪浜着 556 156 820 334
今宿着 642 242 930 434
前原着 737 337 1045 549
深江着 840 440 1215
吉井着 932 532 205
浜崎着 1043 643 347
満嶋着 1120 720

上り
定期 臨時

駅名 第1午前 第2午後 第3午前 第4午後
満嶋発 746 616
浜崎着 813 643 713
吉井着 924 754 855
深江着 1016 846 1045
前原着 1119 949 1215 800
今宿着 1214 1044 130 915
姪浜着 100 1130 230 1015
博多着 206 1226 404 1145

駅名 姪浜駅からの
距離（km）

姪浜駅からの
所要時間（分） 時速（km/h） 運賃（厘） 1km当り運賃

（厘）
博多 13.1 56 14.0 70 5.34
姪浜 0 0 0 0 　
今宿 5.2 46 6.8 50 9.62
前原 12.7 101 7.5 115 9.05
深江 20.1 164 7.4 190 9.45
吉井 　 216 　 248 　
浜崎 35.4 287 7.4 335 9.46
満嶋 42.6 324 7.9 385 9.04

第1表
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「
馬
車
の
時
代
」あ
れ
こ
れ

　前
出
の
「
筑
西
馬
車
会

社
」（
4
〜
6
面
）に
関
連
し

て
、
明
治
23
年
10
月
31
日

付
け
の
福
陵
新
報（
西
日
本

新
聞
の
前
身
の
ひ
と
つ
）に

「
郵
便
物
逓
送
の
認
可
を
蒙

り
・
・
」と
い
う
記
事
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ほ

か
に
、明
治
40
年
代
に
「
北

筑
鉄
道
」と
い
う
会
社
が
西

新
町
〜
加
布
里
間
を
結
ん

だ
と
い
う
記
事
が
、
福
岡

市
史
に
あ
っ
て
、
ま
た
、

別
の
民
間
資
料
は
、
初
期

の
「
北
筑
鉄
道
」が
、「
軌
道

上
の
客
車
を
馬
が
曳
い
て

走
っ
て
い
た
」と
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、「
筑
西
馬
車

会
社
」と
「
北
筑
鉄
道
」の

関
係
は
判
然
と
し
ま
せ
ん
。

　一
方
、4
面
掲
載
の
「
筑

西
馬
車
会
社
掲
示
用
公
告
」

は
、
そ
の
路
線
を
博
多
〜

満
嶋（
唐
津
）間
と
し
て
お

り
、県
境
を
ま
た
い
だ
『
馬

車
の
時
代
』の
更
な
る
検
証

が
待
た
れ
ま
す
。

�

（
編
集
部
）

「福陵新報」1890（明治23）年10月31日付け記事

前
原
通
い
の
乗
合
馬
車「
明
治
博
多
往
来
図
絵・祝
部

至
善
画
文
集
」よ
り
＝
西
日
本
文
化
協
会
提
供
＝

︿
大
正
中
期
﹀

馬
車
で
福
間
～
宮
司
～
津
屋
崎
間
を
走
っ
て
い
た

津
屋
崎
軌
道「
大
崎
周
水
写
真
集
」よ
り

　
本
社
は
今
宿
に
　
福
陵
新
報
の
記
事
は
雑
報

欄
の
八
行
の
短
文
で
す
。
本
社
機
能
は
今
宿
に

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　「志
摩
郡
今
宿
の
同
社
は
郵
便
物
逓
送
の
認
可

を
蒙
り
弥
来
月
一
日
よ
り
定
期
時
間
に
発
着
す

る
由
に
て
目
下
×
準
備
中
な
り
と
且
つ
右
に
付

是
迄
の
役
員
組
織
法
を
改
正
し
社
長
一
人
支
配

人
一
人
取
締
役
五
人
と
し
去
弐
六
日
撰
挙
会
を

開
き
た
る
に
当
撰
者
は
社
長
大
×
弥
八
郎
取
×

×
隈
×
助
横
田
雄
堤
雄
二
郎（
以
上
再
撰
）楢
×

茂
兵
衛
広
田
×
太
郎（
新
任
）の
諸
氏
×
て
支
配

人
×
未
定
の
由
な
り
」（
×
印
は
印
字
不
明
瞭
）

　と
こ
ろ
で
、
西
日
本
文
化
協
会
編
の

『
明
治
博
多
往
来
図
絵
・
祝ほ

お
り部
至し

善ぜ
ん

画

文
集
』＝
石
風
社
刊
＝
が
描
く
馬
車
輸

送
に
は
、
会
社
組
織
で
は
な
く
個
人
営

業
の
色
合
い
が
強
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
前
原
通
い
の
乗
合
馬
車
　
明
治
の
終

わ
り
頃
、
福
岡
の
町
に
前
原
通
い
の
馬

車
が
運
行
を
始
め
た
。
西
中
島
橋
の
た

も
と
に
馬
車
屋
が
あ
っ
て
い
つ
も
四
、

五
頭
の
馬
が
つ
な
い
で
あ
っ
た
。
こ
う

書
く
と
何
だ
か
整
備
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
が
、
実
は
至
極
簡
単
な
建
物
の

お
粗
末
な
馬
車
屋
だ
っ
た
。

★

　
馬
車
の
体
裁
　
馬
車
そ
の
も
の
は
塗

り
こ
め
た
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
あ
ま

り
体
裁
の
よ
い
も
の
で
は
な
く
、
膝
突

き
合
わ
せ
て
腰
掛
け
る
六
人
乗
り
。
馬

の
手
綱
を
取
っ
て
い
る
御
者
、
ど
う
せ

し
っ
か
り
し
た
馬
屋
の
親
爺
。

　
福
岡
近
郊
の
鉄
道
馬
車

　九
州
鉄

道（
J
R
九
州
）の
二
日
市
駅
か
ら
大

宰
府
天
満
宮
に
伸
び
て
い
た
大
宰
府

馬
車
鉄
道（
明
治
35
年
開
業
）と
、
福

間
駅
か
ら
宮
地
獄
神
社
前
の
宮
司
を

通
り
津
屋
崎
に
延
び
て
い
た
津
屋
崎

軌
道（
明
治
41
年
開
業
）が
あ
り
ま
し

た
。
ど
ち
ら
も
、
最
寄
り
の
鉄
道
の

駅
か
ら
参
拝
客
を
運
ぶ
路
線
で
し

た
。
津
屋
崎
の
馬
車
鉄
道
は
、
博
多

湾
鉄
道
汽
船
に
買
収
さ
れ
た
後
も
営

業
を
続
け
、
昭
和
14
年
に
廃
止
さ
れ

ま
し
た
。



2
0
2
１
年
度

　能
古
博
物
館
協
賛
ご
寄
附
及
び
友
の
会
会
員
名
簿

　（
同
年
度
末
現
在
）

友
の
会
入
会
のご案

内

● 

友
の
会
会
費

　
　１
口
　三
千
円

（
何
口
で
も
可
）

　

※
会
費
の
納
入
方
法

　
　郵
便
振
替

０
１
７
３
０-
９-
６
０
９
７
０

　公益
財
団
法
人 

亀
陽
文
庫

（1）
振
込
み
料
は
当
館
に

て
負
担
致
し
ま
す
。

（2）
会
費
の
納
入
確
認

後
、会
員
証
を
お
送

り
致
し
ま
す
。

（3）
会
員
証
の
有
効
期
間

は
１
年
と
致
し
ま
す
。

（4）
入
館
時
に
会
員
証
を

受
付
け
に
ご
提
示
下

さ
い
。ご
入
館
は
随

意
で
何
回
で
も
無
料

で
す
。（
ご
同
伴
１
名

ま
で
無
料
）

（5）
機
関
誌「
の
こ
博
物

館
だ
よ
り
」を
、お
届

け
致
し
ま
す
。随
想

や
ご
意
見
を
歓
迎
し

ま
す
。但
し
誌
面
の

都
合
で
掲
載
を
見
送

る
場
合
は
ご
容
赦
願

い
ま
す
。原
稿
は
お

返
し
出
来
ま
せ
ん
。

必
要
な
ら
事
前
に

コ
ピ
ー
を
お
願
い
し

ま
す
。

（6）
館
が
企
画
す
る
催
物

の
ご
案
内
と
参
加
費

の
割
引
き
を
致
し

ま
す
。

▼ 

友
の
会
会
員

注
＝
敬
称
略・五
十
音
順

 

・数
字
は
会
員
歴（
年
数
）

　（個
　人
）

▼ 

協
賛
ご
寄
附

　（法
　人
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ （
医
）笠
松
会
有
吉
病
院

（
医
）江
頭
会
さ
く
ら
病
院

（
医
）原
三
信
病
院

（
医
）恵
光
会
原
病
院

（
医
）西
福
岡
病
院

（
医
）博
仁
会
福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

（
医
）原
土
井
病
院

（
株
）メ
ディ
カ
ル
ア
シ
ス
ト
青
葉

（
株
）サ
ン
コ
ー

（
株
）C
D
S

（
株
）ホ
ー
ム
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

（
株
）ふ
く
福
サ
ー
ビ
ス

あ
お
ば
研
究
所

（
株
）旭
工
務
店

（
株
）内
藤
工
務
店

（
株
）筑
紫
不
動
産

（
株
）彩
苑

西
日
本
シ
ティ
銀
行

浄
満
寺

（
株
）ア
サ
ヒ
ホ
ー
ム

エ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス（
株
）

ア
ネ
ー
ラ
税
理
士
法
人

税
理
士
法
人
エ
ム・エ
イ・シ
ー

（
株
）ワ
イ
エ
ム
フ
ー
ズ

（
株
）青
葉
千
寿
倶
楽
部

（
医
）ホ
ー
ム
ケ
ア
ク
リ
ニ
ッ
ク

秋
山 

淳
子
 
⑧

秋
山 

雄
治
 
⑫

浅
香 

直
哉
 
③

麻
生 

静
四
郎
 ⑦

麻
生 

芳
正
 
⑩

荒
木 

英
子
 
⑤

池
田 

修
三
 
㉖

池
松 

幾
生
 
⑮

池
見 

葉
満
代
 ⑧

諫
見 

俊
英
 
③

石
橋 

正
治
 
⑫

石
橋 

善
弘
 
㉔

石
橋 

美
感
行
 ⑥

泉 

建
志
 

⑩

板
倉 

修
二
 
⑬

市
川 

章
子
 
④

市
丸 

喜
一
郎
 ㉗

井
出 

美
子
 
⑩

伊
藤 

明
夫
 
⑧

稲
葉 

英
彦
 
⑪

井
上 

邦
久
 
②

石
清
水 

由
紀
子
 ⑩

上
田 

恒
久
 
⑬

宇
都
宮 

邦
子
 ⑪

内
海 

眞
記
子
 ⑪

浦
田 

裕
 

⑬

江
﨑 

小
二
郎
 ⑮

合
瀬 

武
久
 
⑩

合
馬 

紘
 

⑦

大
石 

由
美
子
 ⑦

大
石 

恭
仁
子
 ⑭

大
島 

照
子
 
⑫

大
智 

玲
子
 
⑬

小
川 

和
子
 
⑧

荻
原 

美
枝
子
 ⑫

小
倉 

智
文
 
⑨

金
子 

柳
水
 
㉕

樺
島 

浩
子
 
⑥

釜
我 

敏
子
 
⑦

上
村 

陽
一
郎
 ⑧

河
野 

道
博
 
⑫

川
橋 

清
秀
 
①

河
邉 

慶
子
 
⑫

木
皿 

敦
代
 
⑰

北
原 

左
近
 
⑤

木
戸 

龍
一
 
⑧

岐
部 

安
信
 
⑩

木
村 

忠
夫
 
⑥

木
村 

寧
海
 
⑦

木
山 

啓
子
 
⑫

國
武 

英
子
 
⑫

久
芳 

正
隆
 
㉑

熊
谷 

達
彦
 
⑥

黒
田 

明
子
 
⑭

甲
本 

達
也
 
㉛

古
閑 

道
子
 
⑤

小
坂 

セ
ツ
 
⑪

小
谷 

壽
子
 
⑧

小
堀 

瑠
伊
子
 ⑭

小
宮 

作
 

⑭

小
山 

京
子
 
⑥

坂
田 

さ
つ
紀
 ⑤

境
野 

俊
男
 
⑩

佐
久
間 

み
な
子
 ④

篠
田 

栄
太
郎
 ⑬

下
郡 

治
子
 
⑧

白
垣 

憲
二
 
⑦

白
木 

太
一
郎
 ⑪

杉
原 

正
毅
 
㉒

杉
山 

謙
 

⑬

鈴
木 

誠
 

⑧

住
本 

霞
 

⑬

関 

賢
司
 

⑬

関 

敏
巳
 

⑫

瀬
戸 

美
都
子
 ⑬

副
島 

広
巳
 
⑨

髙
嶋 

桂
子
 
⑫

髙
嶋 

季
雄
 
⑥

髙
根 

襄
 

⑯

高
山 

博
光
 
⑩

田
川 

義
幸
 
⑧

田
坂 

大
藏
 
⑩

田
里 

朝
男
 
⑯

田
代 

健
治
 
⑨

多
々
羅 

吉
臣
 ⑦

立
石 

京
 

⑯

田
中 

一
光
 
②

田
中 

浩
子
 
⑥

田
中 

由
紀
子
 ⑥

田
中
丸 

善
彦
 ⑩

玉
村 

英
美
 
⑦

津
田 

光
詢
 
⑧

友
重 

み
き
 
⑥

豊
田 

文
彦
 
⑫

豊
田 

富
美
子
 ⑫

中
塩 

喜
美
子
 ⑨

永
岡 

喜
代
太
 ㉕

永
渕 

郁
子
 
⑤

成
富 

睦
夫
 
⑨

西
方 

忍
 

⑥

西
田 

靖
子
 
⑩

西
牟
田 

奈
々
 ⑭

西
山 

紀
子
 
⑭

信
友 

浩
一
 
⑩

野
村 

武
 

⑨

波
多
野 

直
之
 ⑬

八
田 

喜
弘
 
⑨

服
部 

た
か
子
 ⑭

花
田 

ひ
ろ
子
 ⑬

林 

昌
也
 

⑨

林 

由
紀
子
 
⑫

原 

和
美
 

⑨

原 

順
子
 

⑨

原 

正
明
 

④

原 

靖
子
 

⑭

原 

祐
一
 

⑨

原
田 

一
男
 
⑨

原
田 

雄
平
 
⑰

春
野 

長
子
 
③

春
野 

政
虎
 
⑥

春
野 

佳
子
 
③

馬
場 

浩
太
 
⑨

平
川 

良
輔
 
⑬

平
野 

公
憲
 
⑦

廣
田 

恵
美
子
 ⑯

福
井 

和
子
 
⑩

福
冨 

節
子
 
⑬

福
元 

征
四
郎
 ⑫

福
山 

智
美
 
⑬

藤
井 

鉄
夫
 
⑭

藤
瀬 

三
枝
子
 ㉑

舟
越 

茂
義
 
⑩

牧 

健
太
郎
 
⑧

増
田 

志
津
子
 ⑨

真
角 

磨
鬼
枝
 ⑪

松
尾 

尚
城
 
⑧

松
尾 

真
典
 
⑧

松
岡 

智
恵
子
 ⑭

松
﨑 

由
紀
子
 ⑩

松
村 

等
彰
 
⑧

松
本 

美
津
子
 ⑫

的
野 

恭
一
 
⑬

丸
谷 

理
奈
 
⑥

三
浦 

佑
之
 
⑫

水
崎 

雄
文
 
⑨

南 

ア
サ
ノ
 
⑮

み
の
た
り
か
こ
 ①

本
島 

洋
 

⑦

杜 

あ
と
む
 
⑯

森 

恍
次
郎
 
⑪

森 

純
子
 

⑬

森 

正
敏
 

⑪

森
本 

繁
 

⑧

安
井 

久
喬
 
⑨

安
恒 

忠
男
 
⑬

安
松 

淳
祐
 
⑫

山
家 

肇
 

⑩

山
﨑 

博
司
 
⑪

山
下 

謙
 

⑨

山
田 

博
子
 
㉘

山
本 

留
美
 
⑪

吉
田 

登
美
代
 ⑦

吉
安 

蓉
子
 
⑲

若
杉 

佳
昭
 
⑦

和
才 

雅
宣
 
⑦

渡
辺 

彰
 

⑨

渡
辺 

紳
二
郎
 ①

足
立 

晴
道
 石
野 

智
恵
子
 市川 

正
隆
 出
光 

芳
秀

上
原 

孝
正
 臼
井 

敏
男
 小
野
﨑 

徹
 柏
木 

和
子

亀
井 

章
裕
 河
村 

敬
一
 岸 

恒
憲
 
毛
戸 

彰

古
賀
　真
 
古
森 

英
毅
 佐
伯 

光
弘
 朔 

元
則

島
塚 

祐
弘
 仁
保 

喜
之
 鈴
木 

友
和
 添
島 

律
子

戸
井 

雅
貴
 中
村 

保
夫
 林 

純
 

原 

寛

原 

祐
一
 
増
田 

康
治
 溝
上 

泰
弘
 翠
川 

文
子

三
野
原 

勝
子
 宮本 

秀
和
 安
松 

正
美（敬

称
略・順
不
同
）

協
賛
寄
附
の
ご
案
内

　法
人
１
口
三
万
円 × 

口
数
　個
人
１
口
一
万
円 × 

口
数

　＊協
賛
ご
寄
附
及
び
友
の
会
会
費
は
、税
制
上
の「
寄
附
控
除
」の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　納
入
方
法

　１
、郵
便
振
替
え 

０
１
７
３
０・９・６
０
９
７
０

　
　
　公
益
財
団
法
人
　亀
陽
文
庫

　２
、銀
行
振
込
み 

西
日
本
シ
ティ
銀
行 

土
井
支
店

　
　
　普
通
　０
５
５
１
４
５
９

　
　
　公
益
財
団
法
人
　亀
陽
文
庫

2,153 2,257

1,423

1,818
1,705 1,592

2,099

2,585

1,886
1,676

1,504
1,242

990922

入館者数の推移 ［2008（平成20）～ 2021（令和3）年度］

2021年度は、3月の仮数を100人として算入。
2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2020 20212019

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

能
古
の

8

2022年（令和4年） 3月　第86号 

お知らせ主
な
グ
ル
ー
プ
来
館

�

（
2
0
2
1
年
3
月
～
2
0
2
2
年
2
月
）

◆
2
0
2
1
年

▼〔
3
月
〕28
日
（
日
）元
気
1
0
0
倶
楽
部
17
名

▼〔
4
月
〕
10
日
（
土
）
九
州
大
学
大
学
院
地
球
惑
星
科
学

教
室
8
名
、11
日（
日
）ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
6
名
、30
日（
金
）

福
岡
市
O
B
7
名

▼〔
5
月
〕8
日
（
土
）庭
園
に
て
「
野
点
て
」8
名
（
5
月

12
日
〜
6
月
20
日
臨
時
休
館
）

▼〔
7
月
〕24
日
（
土
）戦
後
の
「
引
き
揚
げ
」に
つ
い
て
の

話
し
会
7
名
（
8
月
20
日
〜
9
月
12
日
臨
時
休
館
）

▼〔
10
月
〕
9
日
（
土
）
西
区
よ
か
と
こ
案
内
人
・
あ
こ
め

の
会
30
名
、14
日
（
木
）西
区
役
所
人
権
教
育
推
進
員
「
引

き
揚
げ
」研
究
1
名
、
30
日
（
土
）佐
賀
市
か
ら
多
々
羅
画

伯
に
つ
い
て
の
研
究
3
名

▼〔
11
月
〕
13
日
（
土
）
城
南
区
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
倶
楽

部
10
名
、
同
日
、
九
州
大
学
農
学
部
東
教
室
3
名
、
23
日

（
火
・
祝
）光
円
句
会
22
名

▼〔
12
月
〕7
日
（
火
）「
西
日
本
人
物
誌
」編
集
関
係
4
名
、

19
日
（
日
）
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
活
動
報
告
・
D
V
D
上
映

会
41
名

　2
0
2
1（
令
和
3
）年
度
の
総

入
館
者
数
は
前
年
度
同
様
、1
千
人

に
達
し
な
か
っ
た
。主
た
る
原
因
は
コ

ロ
ナ
禍
の
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
る
二

度
の
臨
時
休
館（
計
49
日
間
）。

　開
館
日
数
は
コ
ロ
ナ
以
前
の
年
間

1
6
0
日
台
を
大
き
く
割
り
込
み
、

更
に
前
年
度
よ
り
も
22
日
少
な
い

1
2
2
日
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。但

し
一
日
当
た
り
の
人
数
は
27
％
増
加

し
た
。

　▼
昨
年
春
の
こ
と
。「
会
費
の

御
連
絡
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
筆
を
と
り
ま
し
た
。」と
い
う

お
便
り
を
埼
玉
県
の
女
性
A
さ

ん
か
ら
頂
戴
し
た
。「
館
の
前
身

の
亀
陽
文
庫
に
初
め
て
う
か
が
っ

た
の
は
、も
う
50
年
近
く
前
の
こ

と
に
な
り
ま
す
。能
古
に
移
っ
て

か
ら
は
、新
し
く
設
け
ら
れ
た
聖

廟
の
祭さ

い

祀き

釈せ
き

奠て
ん

に
参
列
し
た
り
、

湯
島
聖
堂
の
楷
の
木
の
実
生
の

若
木
を
植
樹
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
な
ど
懐
か
し
く
思
い
出

し
て
お
り
ま
す
。」当
時
、A
さ

ん
は
大
学
の
研
究
者
だ
っ
た
。

　▼
タ
イ
プ
さ
れ
た
文
面
の
活

字
は
、一
文
字
が
5
ミ
リ
角
ぐ
ら

い
と
い
さ
さ
か
大
き
い
。「
会
員

は
、続
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

か
っ
た
の
で
す
が
、長
年
の
眼
病

が
進
み
、昨
年
身
障
者
手
帳
を

も
ら
う
状
況
に
な
り
、機
関
誌
も

読
め
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。そ
ん
な
わ
け
で
、機
関
誌
の

御
送
付
は
、今
後
は
お
と
め
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。」

　▼
そ
し
て
最
後
に
。「
た
だ
サ

ポ
ー
ト
は
、百
歳
ま
で
続
け
さ
せ

て
い
た
だ
く
心
で
、今
年
81
歳
で

す
の
で
20
年
分
の
会
費
20
万
円

を
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
に

振
り
込
ま
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。館
の
御
清
栄
を
念

じ
て
お
り
ま
す
。」

　▼
A
さ
ん
、A
さ
ん
!�

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま

す
。あ
な
た
の
や
さ
し
い

お
気
持
ち
を
こ
こ
に
記
す

こ
と
で
、末
永
く
館
の
励

み
と
い
た
し
ま
す
。お
言

葉
で
す
が
、機
関
誌
は
今

後
も
送
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。お
許
し
下
さ
い
。

（人）
年度 入館者
2008 2,153
2009 2,257
2010 1,423
2011 1,818
2012 1,705
2013 1,592
2014 2,099
2015 2,585
2016 1,886
2017 1,676
2018 1,504
2019 1,242
2020 922
2021 990

長引くコロナ禍・2年連続入館者減　千人の大台に再び届かず　年間開館日=最低の122日に

百
歳
ま
で
の
会
費

百
歳
ま
で
の
会
費

　「のこのしまアイランド
パーク」＝久保田観光
（株）＝のご協力で今年
も、同パークの入園券1枚
（大人ひとり・千二百円）を
協賛個人及び友の会の
会員の皆さんに進呈いた
します。
　4月になってお送りする
2022（令和4）年度の「会
員継続願い」に同封して
郵送します。



2
0
2
１
年
度

　能
古
博
物
館
協
賛
ご
寄
附
及
び
友
の
会
会
員
名
簿

　（
同
年
度
末
現
在
）

友
の
会
入
会
のご案

内

● 

友
の
会
会
費

　
　１
口
　三
千
円

（
何
口
で
も
可
）

　

※

会
費
の
納
入
方
法

　
　郵
便
振
替

０
１
７
３
０-

９-

６
０
９
７
０

　公益
財
団
法
人 

亀
陽
文
庫

（1）
振
込
み
料
は
当
館
に

て
負
担
致
し
ま
す
。

（2）
会
費
の
納
入
確
認

後
、会
員
証
を
お
送

り
致
し
ま
す
。

（3）
会
員
証
の
有
効
期
間

は
１
年
と
致
し
ま
す
。

（4）
入
館
時
に
会
員
証
を

受
付
け
に
ご
提
示
下

さ
い
。ご
入
館
は
随

意
で
何
回
で
も
無
料

で
す
。（
ご
同
伴
１
名

ま
で
無
料
）

（5）
機
関
誌「
の
こ
博
物

館
だ
よ
り
」を
、お
届

け
致
し
ま
す
。随
想

や
ご
意
見
を
歓
迎
し

ま
す
。但
し
誌
面
の

都
合
で
掲
載
を
見
送

る
場
合
は
ご
容
赦
願

い
ま
す
。原
稿
は
お

返
し
出
来
ま
せ
ん
。

必
要
な
ら
事
前
に

コ
ピ
ー
を
お
願
い
し

ま
す
。

（6）
館
が
企
画
す
る
催
物

の
ご
案
内
と
参
加
費

の
割
引
き
を
致
し

ま
す
。

▼ 

友
の
会
会
員

注
＝
敬
称
略・五
十
音
順

 

・数
字
は
会
員
歴（
年
数
）

　（個
　人
）

▼ 
協
賛
ご
寄
附

　（法
　人
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ （
医
）笠
松
会
有
吉
病
院

（
医
）江
頭
会
さ
く
ら
病
院

（
医
）原
三
信
病
院

（
医
）恵
光
会
原
病
院

（
医
）西
福
岡
病
院

（
医
）博
仁
会
福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

（
医
）原
土
井
病
院

（
株
）メ
ディ
カ
ル
ア
シ
ス
ト
青
葉

（
株
）サ
ン
コ
ー

（
株
）C
D
S

（
株
）ホ
ー
ム
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

（
株
）ふ
く
福
サ
ー
ビ
ス

あ
お
ば
研
究
所

（
株
）旭
工
務
店

（
株
）内
藤
工
務
店

（
株
）筑
紫
不
動
産

（
株
）彩
苑

西
日
本
シ
ティ
銀
行

浄
満
寺

（
株
）ア
サ
ヒ
ホ
ー
ム

エ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス（
株
）

ア
ネ
ー
ラ
税
理
士
法
人

税
理
士
法
人
エ
ム・エ
イ・シ
ー

（
株
）ワ
イ
エ
ム
フ
ー
ズ

（
株
）青
葉
千
寿
倶
楽
部

（
医
）ホ
ー
ム
ケ
ア
ク
リ
ニ
ッ
ク

秋
山 

淳
子
 
⑧

秋
山 

雄
治
 
⑫

浅
香 

直
哉
 
③

麻
生 

静
四
郎
 ⑦

麻
生 

芳
正
 
⑩

荒
木 

英
子
 
⑤

池
田 

修
三
 
㉖

池
松 

幾
生
 
⑮

池
見 

葉
満
代
 ⑧

諫
見 

俊
英
 
③

石
橋 

正
治
 
⑫

石
橋 

善
弘
 
㉔

石
橋 

美
感
行
 ⑥

泉 

建
志
 

⑩

板
倉 

修
二
 
⑬

市
川 
章
子
 
④

市
丸 
喜
一
郎
 ㉗

井
出 
美
子
 
⑩

伊
藤 

明
夫
 
⑧

稲
葉 

英
彦
 
⑪

井
上 

邦
久
 
②

石
清
水 

由
紀
子
 ⑩

上
田 

恒
久
 
⑬

宇
都
宮 

邦
子
 ⑪

内
海 

眞
記
子
 ⑪

浦
田 

裕
 

⑬

江
﨑 

小
二
郎
 ⑮

合
瀬 

武
久
 
⑩

合
馬 

紘
 

⑦

大
石 

由
美
子
 ⑦

大
石 

恭
仁
子
 ⑭

大
島 

照
子
 
⑫

大
智 

玲
子
 
⑬

小
川 

和
子
 
⑧

荻
原 

美
枝
子
 ⑫

小
倉 

智
文
 
⑨

金
子 

柳
水
 
㉕

樺
島 

浩
子
 
⑥

釜
我 

敏
子
 
⑦

上
村 

陽
一
郎
 ⑧

河
野 

道
博
 
⑫

川
橋 

清
秀
 
①

河
邉 

慶
子
 
⑫

木
皿 

敦
代
 
⑰

北
原 

左
近
 
⑤

木
戸 

龍
一
 
⑧

岐
部 

安
信
 
⑩

木
村 

忠
夫
 
⑥

木
村 

寧
海
 
⑦

木
山 

啓
子
 
⑫

國
武 

英
子
 
⑫

久
芳 
正
隆
 
㉑

熊
谷 
達
彦
 
⑥

黒
田 
明
子
 
⑭

甲
本 

達
也
 
㉛

古
閑 

道
子
 
⑤

小
坂 

セ
ツ
 
⑪

小
谷 

壽
子
 
⑧

小
堀 

瑠
伊
子
 ⑭

小
宮 

作
 

⑭

小
山 

京
子
 
⑥

坂
田 

さ
つ
紀
 ⑤

境
野 

俊
男
 
⑩

佐
久
間 

み
な
子
 ④

篠
田 

栄
太
郎
 ⑬

下
郡 

治
子
 
⑧

白
垣 

憲
二
 
⑦

白
木 

太
一
郎
 ⑪

杉
原 

正
毅
 
㉒

杉
山 

謙
 

⑬

鈴
木 

誠
 

⑧

住
本 

霞
 

⑬

関 

賢
司
 

⑬

関 

敏
巳
 

⑫

瀬
戸 

美
都
子
 ⑬

副
島 

広
巳
 
⑨

髙
嶋 

桂
子
 
⑫

髙
嶋 

季
雄
 
⑥

髙
根 

襄
 

⑯

高
山 

博
光
 
⑩

田
川 

義
幸
 
⑧

田
坂 

大
藏
 
⑩

田
里 

朝
男
 
⑯

田
代 

健
治
 
⑨

多
々
羅 

吉
臣
 ⑦

立
石 

京
 

⑯

田
中 

一
光
 
②

田
中 

浩
子
 
⑥

田
中 

由
紀
子
 ⑥

田
中
丸 

善
彦
 ⑩

玉
村 

英
美
 
⑦

津
田 

光
詢
 
⑧

友
重 

み
き
 
⑥

豊
田 

文
彦
 
⑫

豊
田 

富
美
子
 ⑫

中
塩 

喜
美
子
 ⑨

永
岡 

喜
代
太
 ㉕

永
渕 

郁
子
 
⑤

成
富 

睦
夫
 
⑨

西
方 

忍
 

⑥

西
田 

靖
子
 
⑩

西
牟
田 

奈
々
 ⑭

西
山 

紀
子
 
⑭

信
友 

浩
一
 
⑩

野
村 

武
 

⑨

波
多
野 

直
之
 ⑬

八
田 

喜
弘
 
⑨

服
部 

た
か
子
 ⑭

花
田 

ひ
ろ
子
 ⑬

林 

昌
也
 

⑨

林 

由
紀
子
 
⑫

原 

和
美
 

⑨

原 

順
子
 

⑨

原 

正
明
 

④

原 

靖
子
 

⑭

原 

祐
一
 

⑨

原
田 

一
男
 
⑨

原
田 

雄
平
 
⑰

春
野 

長
子
 
③

春
野 

政
虎
 
⑥

春
野 

佳
子
 
③

馬
場 

浩
太
 
⑨

平
川 

良
輔
 
⑬

平
野 

公
憲
 
⑦

廣
田 
恵
美
子
 ⑯

福
井 

和
子
 
⑩

福
冨 

節
子
 
⑬

福
元 

征
四
郎
 ⑫

福
山 

智
美
 
⑬

藤
井 

鉄
夫
 
⑭

藤
瀬 

三
枝
子
 ㉑

舟
越 

茂
義
 
⑩

牧 

健
太
郎
 
⑧

増
田 

志
津
子
 ⑨

真
角 

磨
鬼
枝
 ⑪

松
尾 

尚
城
 
⑧

松
尾 

真
典
 
⑧

松
岡 

智
恵
子
 ⑭

松
﨑 

由
紀
子
 ⑩

松
村 

等
彰
 
⑧

松
本 

美
津
子
 ⑫

的
野 

恭
一
 
⑬

丸
谷 

理
奈
 
⑥

三
浦 

佑
之
 
⑫

水
崎 

雄
文
 
⑨

南 

ア
サ
ノ
 
⑮

み
の
た
り
か
こ
 ①

本
島 

洋
 

⑦

杜 

あ
と
む
 
⑯

森 

恍
次
郎
 
⑪

森 

純
子
 

⑬

森 

正
敏
 

⑪

森
本 

繁
 

⑧

安
井 

久
喬
 
⑨

安
恒 

忠
男
 
⑬

安
松 

淳
祐
 
⑫

山
家 

肇
 

⑩

山
﨑 

博
司
 
⑪

山
下 

謙
 

⑨

山
田 

博
子
 
㉘

山
本 

留
美
 
⑪

吉
田 

登
美
代
 ⑦

吉
安 

蓉
子
 
⑲

若
杉 

佳
昭
 
⑦

和
才 

雅
宣
 
⑦

渡
辺 

彰
 

⑨

渡
辺 

紳
二
郎
 ①

足
立 

晴
道
 石
野 

智
恵
子
 市川 

正
隆
 出
光 

芳
秀

上
原 

孝
正
 臼
井 

敏
男
 小
野
﨑 

徹
 柏
木 

和
子

亀
井 

章
裕
 河
村 

敬
一
 岸 

恒
憲
 
毛
戸 

彰

古
賀
　真
 
古
森 

英
毅
 佐
伯 

光
弘
 朔 

元
則

島
塚 

祐
弘
 仁
保 

喜
之
 鈴
木 

友
和
 添
島 

律
子

戸
井 

雅
貴
 中
村 

保
夫
 林 

純
 

原 

寛

原 

祐
一
 
増
田 

康
治
 溝
上 

泰
弘
 翠
川 

文
子

三
野
原 

勝
子
 宮本 

秀
和
 安
松 

正
美（敬

称
略・順
不
同
）

協
賛
寄
附
の
ご
案
内

　法
人
１
口
三
万
円 × 

口
数
　個
人
１
口
一
万
円 × 

口
数

　＊協
賛
ご
寄
附
及
び
友
の
会
会
費
は
、税
制
上
の「
寄
附
控
除
」の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　納
入
方
法

　１
、郵
便
振
替
え 

０
１
７
３
０・９・６
０
９
７
０

　
　
　公
益
財
団
法
人
　亀
陽
文
庫

　２
、銀
行
振
込
み 

西
日
本
シ
ティ
銀
行 

土
井
支
店

　
　
　普
通
　０
５
５
１
４
５
９

　
　
　公
益
財
団
法
人
　亀
陽
文
庫
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風庵

よ
う
こ
そ
博
物
館
へ

バス停から
徒歩約4分（下り坂）

階段

船溜り

能古保育園

門

市指定史跡

楷

能古学校前

渡船場前

北浦口

白鬚神社
ひげ

Hi-Lo Noco Market

Noko’s OCEAN

渡船場からアイランドパークへの西鉄バス時刻表（2021年3月現在） ※博物館へは「能古学校前」で下車して下さい。

渡船場前発
アイランドパーク行

平　日
土曜日
日・祝日

アイランドパーク発
渡船場前行

平　日
土曜日
日・祝日

市営渡船（フェリー）

お問い合わせ

●姪浜ー能古島間：約10分

姪浜旅客待合所 
TEL 092-881-8709
能古旅客待合所 
TEL 092-881-0900

開 館 日／毎週 金曜・土曜・日曜と祝日
 5月、10月は全日開館 
※団体の場合は休館日にかかわらずご相談ください
開館時間／10:00～17:00（入館16：30まで）

（渡船場から徒歩約15分）
徒歩コース

（能古学校前バス停から徒歩約4分）
バスコース

お食事、
みやげ物店など

※ 繁忙期はフェリー臨時便が運航され、島内バスの臨時便と接続します。※ 繁忙期はフェリー臨時便が運航され、島内バスの臨時便と接続します。

07:57
07:57
07:57

08:48
08:48
08:48

09:45
09:45
09:45

10:30
10:30
10:30

11:30
11:30
11:30

12:55
12:55
12:55

13:35
13:35
13:35

14:35
14:35
14:35

15:35
15:35
15:35

16:45
16:45
16:45 17:55

08:23
08:23
08:23

09:20
09:20
09:20

10:03
10:03
10:03

11:13
11:13
11:13

12:28
12:28
12:28

13:18
13:18
13:18

14:18
14:18
14:18

15:18
15:18
15:18

16:18
16:18
16:18

17:28
17:28
17:28 18:32

◎印は日祝日運休 2022年3月現在

西鉄バス
●JR博多駅より 博多口正面Aのりば
　300、301、302番 「のこ渡船場行き」：約50分
●天神より 三越前1Aのりば 
　300、301、302番 「のこ渡船場行き」：約30分

市営地下鉄：「姪浜駅」下車乗り継ぎ
●西鉄バス姪浜駅 北口 
　98番 「のこ渡船場行き」：約12～20分
●タクシー：約8分

姪
浜
旅
客
待
合
所

ま
で
の
ア
ク
セ
ス

館内散策路

能古・姪浜航路 時刻表

1
2
3
4
5
6
7

05:00
06:00
06:30
07:00
07:30
08:00
09:00

8
9
10
11
12
13
14
15

能古 発 10:00
11:00
12:00
13:00
14:00
15:00
16:00
17:00

16
17
18
19
20
21
22
23

17:30
18:00
18:30
19:30
20:15
20:45
21:45
22:45

◎

◎

1
2
3
4
5
6
7

05:15
06:15
06:45
07:15
07:45
08:15
09:15

8
9
10
11
12
13
14
15

姪の浜 発 10:15
11:15
12:15
13:15
14:15
15:15
16:15
17:15

16
17
18
19
20
21
22
23

17:45
18:15
18:45
19:45
20:30
21:00
22:00
23:00

◎

◎

※ 繁忙期は臨時便が運行されます。※ 繁忙期は臨時便が運行されます。

（注）冬季（12月下旬～2月下旬）は、展示物
入れ替えなどで長期休館を原則としています。
御用の場合は事前にお問い合せ願います。

10

能古博物館だより 2022年（令和4年） 3月　第86号 


